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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技球が流下可能な遊技領域が前側に設けられる不透明な遊技盤と、該遊技盤に形成し
た前後方向に貫通する開口部に配設され、遊技領域を流下する遊技球を外周部で案内可能
な枠状の装飾部材と、前記遊技盤の裏側に配設された裏ユニットと、該裏ユニットに配設
され、図柄を変動表示可能な図柄表示装置とを備え、前記装飾部材に形成された窓口を介
して前記図柄表示装置の表示部が後方から臨むよう構成された遊技機において、
　前記裏ユニットに取付けられるベース部と、
　前記ベース部の前側に配設されたカバー部材と、
　前記ベース部とカバー部材との間に位置するように設けられて、該ベース部およびカバ
ー部材が対向する対向方向と交差する方向に延在する案内軸と、
　前記カバー部材の後側に位置するように前記案内軸に摺動自在に配設され、該案内軸に
沿ってベース部およびカバー部材の間を移動すると共に、発光装置を備える可動体と、
　前記装飾部材の窓口内に臨んで該装飾部材に配設された光透過部材と、
　前記カバー部材の前面に配設されて、前記裏ユニットの前端より前側に位置すると共に
前記光透過部材の後側に臨み、該光透過部材に向けて光を照射する発光体が配設された基
板と、
　前記基板と光透過部材との間に臨んで基板の前側を覆うように該基板に配設され、前記
発光体の光を透過可能なカバー体とを備えた
ことを特徴とする遊技機。
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【請求項２】
　前記カバー部材の前面に位置決めピンおよび固定用ボスが設けられると共に、該位置決
めピンおよび固定用ボスが挿通される通孔が前記基板に形成され、該通孔に位置決めピン
および固定用ボスを挿通することでカバー部材の前面に基板が位置決めされ、
　前記カバー体には、前記固定用ボスに対応する位置に通孔が形成されて、該カバー体の
通孔に挿通したネジを固定用ボスに螺挿することで、カバー部材とカバー体とで基板を挟
持した状態で位置決め固定するよう構成され、
　前記カバー体に設けた貫通孔を介して前記発光体からの光を光透過部材に照射するよう
構成した請求項１記載の遊技機。
【請求項３】
　前記光透過部材は、非光透過性の前取付部材と、該前取付部材に後側から取付けられる
光透過性の後取付部材とを備え、前取付部材に形成された開口部に臨むレンズ体が両取付
部材で挟持されるよう構成されると共に、前記発光体の光がレンズ体に照射されるよう構
成した請求項１または２記載の遊技機。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、発光体により発光演出を行なう遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　代表的な遊技機であるパチンコ機は、機内にセットされる遊技盤の盤面に画成した遊技
領域の略中央位置に枠状の装飾部材が配設されて、該装飾部材の窓口から液晶式やドラム
式等の図柄表示装置の表示部を臨ませ、この図柄表示装置で図柄組み合わせゲームやリー
チ演出等の遊技演出を行なうよう構成されている。また前記装飾部材に、ＬＥＤ等の発光
体を備えた発光演出装置を配設し、前記図柄表示装置で行なわれる遊技演出に合わせて発
光体を点灯・点滅等することで、演出効果を向上させ、遊技の興趣を高めるようにしたパ
チンコ機も知られている(例えば、特許文献１参照)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１７２２５４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年では、資源の枯渇、ごみ排出に伴う処理コストの増大による環境問題が発生する危
惧から、パチンコ機においても、使用期間が長くなったものの全ての部品を廃棄処分する
ことなく可能な限り再使用することが求められている。そこでパチンコ機では、各種部品
をそのままの形で再使用するリユースによって環境問題に対処することが行なわれている
。
【０００５】
　ここで、パチンコ機では遊技盤の前側に形成される遊技領域を流下するパチンコ球が接
触する遊技盤自体および装飾部材等は経時的に汚れるため、リユースするには洗浄等の煩
雑な処理が必要となって処理コストが高くなる等の問題があり、遊技盤や装飾部材等はリ
ユースすることなく廃棄されている。しかるに、前述したように装飾部材に発光演出装置
を配設して演出効果を向上する機種にあっては、発光演出装置を構成するＬＥＤや基板に
は汚れ等は付着しないために何ら処理することなくリユースが可能な部品ではあっても、
分解に手間がかかることから該ＬＥＤや基板も装飾部材と共に廃棄されており、環境問題
に対する充分な対策が施されているものとは云えなかった。
【０００６】
　すなわち本発明は、従来の技術に係る遊技機に内在する前記課題に鑑み、これを好適に



(3) JP 5582765 B2 2014.9.3

10

20

30

40

50

解決するべく提案されたものであって、発光体や基板のリユース性を向上させ得る遊技機
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を克服し、所期の目的を達成するため、本願の請求項１に係る発明は、
　遊技球が流下可能な遊技領域(18)が前側に設けられる不透明な遊技盤(17)と、該遊技盤
(17)に形成した前後方向に貫通する開口部(17a)に配設され、遊技領域(18)を流下する遊
技球を外周部で案内可能な枠状の装飾部材(24)と、前記遊技盤(17)の裏側に配設された裏
ユニット(33)と、該裏ユニット(33)に配設され、図柄を変動表示可能な図柄表示装置(13)
とを備え、前記装飾部材(24)に形成された窓口(24a)を介して前記図柄表示装置(13)の表
示部が後方から臨むよう構成された遊技機において、
　前記裏ユニット(33)に取付けられるベース部(43)と、
　前記ベース部(43)の前側に配設されたカバー部材(66)と、
　前記ベース部(43)とカバー部材(66)との間に位置するように設けられて、該ベース部(4
3)およびカバー部材(66)が対向する対向方向と交差する方向に延在する案内軸(48)と、
　前記カバー部材(66)の後側に位置するように前記案内軸(48)に摺動自在に配設され、該
案内軸(48)に沿ってベース部(43)およびカバー部材(66)の間を移動すると共に、発光装置
(52)を備える可動体(44)と、
　前記装飾部材(24)の窓口(24a)内に臨んで該装飾部材(24)に配設された光透過部材(28)
と、
　前記カバー部材(66)の前面に配設されて、前記裏ユニット(33)の前端より前側に位置す
ると共に前記光透過部材(28)の後側に臨み、該光透過部材(28)に向けて光を照射する発光
体(68a)が配設された基板(68b)と、
　前記基板(68b)と光透過部材(28)との間に臨んで基板(68b)の前側を覆うように該基板(6
8b)に配設され、前記発光体(68a)の光を透過可能なカバー体(69)とを備えたことを特徴と
する。
【０００８】
　請求項１の発明によれば、発光体を備える基板を裏ユニットに配設したから、基板を装
飾部材から取外すことなくリユースすることができ、環境問題に貢献し得る。また、発光
体や基板のリユースに際し、基板の前側をカバー体で覆って保護しているから、遊技盤の
裏側に裏ユニットを組付ける際に、発光体や基板が傷付いたり破損するのを防止すること
ができる。更に、装飾部材の光透過部材に発光体を近接して配置することができ、窓口内
での効果的な発光演出ができる。更にまた、可動体をリユースすることができる。
【０００９】
　請求項２に係る発明では、前記カバー部材(66)の前面に位置決めピン(66a)および固定
用ボス(66b)が設けられると共に、該位置決めピン(66a)および固定用ボス(66b)が挿通さ
れる通孔(68c,68d)が前記基板(68b)に形成され、該通孔(68c,68d)に位置決めピン(66a)お
よび固定用ボス(66b)を挿通することでカバー部材(66)の前面に基板(68b)が位置決めされ
、
　前記カバー体(69)には、前記固定用ボス(66b)に対応する位置に通孔(69a)が形成されて
、該カバー体(69)の通孔(69a)に挿通したネジを固定用ボス(66b)に螺挿することで、カバ
ー部材(66)とカバー体(69)とで基板(68b)を挟持した状態で位置決め固定するよう構成さ
れ、
　前記カバー体(69)に設けた貫通孔(69b)を介して前記発光体(68a)からの光を光透過部材
(28)に照射するよう構成したことを要旨とする。
【００１０】
　請求項３に係る発明では、前記光透過部材(28)は、非光透過性の前取付部材(29)と、該
前取付部材(29)に後側から取付けられる光透過性の後取付部材(30)とを備え、前取付部材
(29)に形成された開口部(29a)に臨むレンズ体(31)が両取付部材(29,30)で挟持されるよう
構成されると共に、前記発光体(68a)の光がレンズ体(31)に照射されるよう構成したこと
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を要旨とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る遊技機によれば、リユース性を向上し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の好適な実施例に係るパチンコ機を示す正面図である。
【図２】実施例に係る遊技盤を裏ユニットを配設した状態で示す正面図である。
【図３】実施例に係る遊技盤と裏ユニットを分解した状態で示す横断平面図である。
【図４】実施例に係る裏ユニットを各種電気部品を配設した状態で示す正面図である
【図５】実施例に係る裏ユニットを図柄表示装置を取外した状態で示す背面図である。
【図６】実施例に係る裏ユニットを、各種電気部品および図柄表示装置を取外した状態で
前側から視た概略斜視図である。
【図７】実施例に係る裏ユニットにおける左可動演出装置の配設部位を示す要部正面図で
ある。
【図８】実施例に係る裏ユニットにおける左可動演出装置の配設部位を示す要部横断平面
図である。
【図９】実施例に係る左可動演出装置を前側から視た分解斜視図である。
【図１０】実施例に係る裏ユニットにおける右可動演出装置の配設部位を示す要部横断平
面図である。
【図１１】実施例に係る右可動演出装置を前側から視た分解斜視図である。
【図１２】実施例に係る光透過部材を前側から視た分解斜視図である。
【図１３】実施例に係る裏ユニットにおける配線束の引き回し経路を示す要部背面図であ
る。
【図１４】実施例に係る裏ユニットにおける配線束の別の配線での取り巻き部分を示す要
部縦断側面図である。
【図１５】実施例に係る左可動演出装置を、主可動体の待機位置での状態で示す横断平面
図である。
【図１６】実施例に係る左可動演出装置を、主可動体が待機位置から作動位置に移動する
途中での状態で示す横断平面図である。
【図１７】実施例に係る左可動演出装置を、主可動体の作動位置での状態で示す横断平面
図である。
【図１８】実施例に係る左可動演出装置を、主可動体の待機位置での状態で示す背面図で
ある。
【図１９】実施例に係る左可動演出装置を、主可動体の作動位置での状態で示す背面図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る遊技機につき、好適な実施例を挙げて、添付図面を参照しながら以
下詳細に説明する。なお、実施例では、遊技球としてパチンコ球を用いて遊技を行なうパ
チンコ機を例に挙げて説明する。また、以下の説明において、「前」、「後」、「左」、
「右」とは、特に断りのない限り、図１に示すようにパチンコ機を前側(遊技者側)から見
た状態で指称する。
【実施例】
【００１４】
(パチンコ機について)
　実施例に係るパチンコ機１０は、図１に示すように、矩形枠状に形成されて遊技店の図
示しない設置枠台に固定される固定枠としての外枠１１の開口前面側に、後述する遊技盤
１７(図２参照)が着脱可能に保持された本体枠としての中枠１２が開閉および着脱可能に
組付けられて、該遊技盤１７の裏側に対して、各種図柄を変動表示可能な図柄表示装置１
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３が着脱し得るよう配設されている。また、前記中枠１２の前面側には、前記遊技盤１７
を透視保護するガラス板を備えた装飾枠としての前枠１４が開閉可能に組付けられると共
に、該前枠１４の下方にパチンコ球を貯留する下球受け皿１５が開閉可能に組付けられる
。なお、実施例では、前記前枠１４の下部位置に、パチンコ球を貯留する上球受け皿１６
が一体的に組付けられており、前枠１４の開閉に合わせて上球受け皿１６も一体的に開閉
するよう構成される。
【００１５】
(遊技盤について)
　前記中枠１２に配設される前記遊技盤１７は、不透明な合板等の木製で平板状に形成さ
れて、その前面(盤面)にパチンコ球が流下可能な遊技領域１８が画成される。すなわち、
遊技盤１７の前面には、図２に示す如く、円弧状に形成した案内レール１９が配設される
と共に、該案内レール１９の右方位置に、左端縁が右方に凹む円弧状に形成した盤面飾り
部材２０が配設され、案内レール１９および盤面飾り部材２０により前記遊技領域１８が
略円形状に画成される。遊技盤１７の遊技領域１８内には、多数の遊技釘が植設されてお
り、該遊技領域１８を流下するパチンコ球の接触により流下方向を不規則に変更させ得る
よう構成してある。
【００１６】
　前記遊技盤１７には、後述する装飾部材２４の配設位置より下方位置に、前記遊技領域
１８を流下するパチンコ球が入賞可能な始動入賞装置２１や特別入賞装置２２が配設され
ており、始動入賞装置２１の始動入賞口へのパチンコ球の入賞を契機として、所定数のパ
チンコ球が賞球として前記上下の球受け皿１５,１６に払い出されると共に前記図柄表示
装置１３の表示部において図柄変動演出が開始され、該図柄変動演出の結果、図柄表示装
置１３の表示面に所定の図柄組み合わせ(例えば同一図柄の三つ揃い等)で図柄が停止表示
されることで所謂「大当り」が発生し、これにより特別入賞装置２２へのパチンコ球の入
賞が許容されて多数の賞球を獲得し得るようになっている。なお、遊技盤１７には、特別
入賞装置２２の左右両側に普通入賞装置２３が夫々が配設されている。
【００１７】
(装飾部材について)
　前記遊技盤１７には、前後に貫通する開口部(可視部)１７ａ(図３参照)が形成されてお
り、該開口部１７ａに対して前後に開口する枠状の装飾部材２４が着脱自在に配設される
。また、遊技盤１７の裏面には、前記図柄表示装置１３が着脱可能に配設されると共に、
遊技状態に合わせて動作や発光により演出を行なう複数の可動演出装置３８,３９,４０,
４１や発光演出装置６８や複数の発光基板７０,７１,７２,７３等が配設される後述の裏
ユニット３３が着脱自在に配設される。裏ユニット３３には、遊技盤１７の開口部１７ａ
の後側において前後に貫通する開口部３３ａが形成されており、該開口部３３ａに表示部
を臨ませるようにして図柄表示装置１３が裏ユニット３３の裏側に着脱自在に配設される
。すなわち、裏ユニット３３の開口部３３ａから臨む前記図柄表示装置１３の表示部は、
遊技盤１７の開口部１７ａに配設された装飾部材２４における前後に開口する窓口２４ａ
を介して遊技盤１７の前側に露出して、該図柄表示装置１３の表示部で展開される図柄変
動演出を前側から視認し得るようになっている。実施例では、装飾部材２４が配設された
遊技盤１７において、裏ユニット３３に配設した図柄表示装置１３の表示部が前側から視
認可能となる窓口２４ａが可視部となる。
【００１８】
　前記装飾部材２４には、上縁部から左右両縁部に亘り、遊技盤１７より前面に突出する
円弧状の庇状部２４ｂが設けられており、前記遊技領域１８に打ち出されたパチンコ球を
外周部の庇状部２４ｂで案内し得ると共に、該パチンコ球が装飾部材２４の窓口２４ａを
横切って流下するのを庇状部２４ｂで規制している。また装飾部材２４には、図２に示す
如く、窓口２４ａの下側に、ステージ(光透過部材)２５が配設されると共に、窓口２４ａ
の左側に、遊技領域１８を流下するパチンコ球をステージ２５に案内する球通路部２６が
設けられ、該球通路部２６からステージ２５に通出されたパチンコ球は、ステージ２５上
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を左右に転動した後に、前記各入賞装置２１,２２,２３が配設されている遊技領域１８に
排出される。
【００１９】
　前記ステージ２５は光透過性の合成樹脂材から形成されて、前記裏ユニット３３に配設
される発光基板７１,７２,７３に実装したＬＥＤ等の発光体からの光がステージ２５に後
側または下側から照射されて、ステージ２５全体が照らされるよう構成される。また、装
飾部材２４の上部左右位置に光透過部２７が夫々設けられ、各光透過部２７も、裏ユニッ
ト３３に配設される発光基板７０に実装したＬＥＤ等の発光体からの光が後側から照射さ
れて、光透過部２７が照らされるようになっている。
【００２０】
(装飾部材の光透過部材について)
　前記装飾部材２４における後述する右可動演出装置３９の前側に位置する右側縁部に、
窓口２４ａ内に臨む光透過部材２８が配設されている。この光透過部材２８は、図１２に
示す如く、メッキが施されて非光透過性とされた前取付部材２９と、該前取付部材２９に
後側から取付けられる光透過性の後取付部材３０とを備え、前取付部材２９に形成された
複数の開口部２９ａの夫々に臨むレンズ体３１が、両取付部材２９,３０で挟持されてい
る。なお、前取付部材２９における上下方向の略中央に形成された大径の開口部２９ａに
対応する前側には、該開口部２９ａに対応する開口部３２ａが形成された装飾体３２が配
設されて、該装飾体３２と前取付部材２９とにより大径のレンズ体３１が両開口部２９ａ
,３２ａに臨むように保持される。
【００２１】
(裏ユニットについて)
　前記裏ユニット３３は、図６に示すように、前方に開口する矩形箱状に形成された箱状
本体３４と、該箱状本体３４の開口前端部に形成されて当該箱状本体３４の開口外側へ延
出し、前記遊技盤１７の裏面に当接する固定部３５とから構成される。箱状本体３４は、
前記遊技盤１７に対向する矩形板状に形成された対向面部３６と、該対向面部３６におけ
る上下左右の各縁部から前方に延出する画壁部３７ａ,３７ｂ,３７ｃ,３７ｄとから前方
に開口するよう形成されて、各画壁部３７ａ,３７ｂ,３７ｃ,３７ｄの前端部から箱状本
体３４の開口外側へ向けて延出するよう前記固定部３５が形成されている。そして、固定
部３５の前面を遊技盤１７の裏面に当接した状態で、ネジを介して遊技盤１７に裏ユニッ
ト３３が着脱自在に固定される。
【００２２】
　前記対向面部３６に、上下および左右幅の大部分が開口する大型の前記開口部３３ａが
形成されており、以下の説明において、対向面部３６における開口部３３ａに対する上下
左右に位置する部分について、上対向面部３６ａ、下対向面部３６ｂ、左対向面部３６ｃ
、右対向面部３６ｄと夫々指称し、該上下左右の対向面部３６ａ,３６ｂ,３６ｃ,３６ｄ
に対応する画壁部を、上画壁部３７ａ、下画壁部３７ｂ、左画壁部３７ｃ、右画壁部３７
ｄと夫々指称するものとする。
【００２３】
　前記遊技盤１７の裏側に裏ユニット３３を取付けた状態で、該裏ユニット３３の対向面
部３６と遊技盤１７との間に所要の空間が画成され、前記対向面部３６に設けられる前記
可動演出装置３８,３９,４０,４１、発光演出装置６８および発光基板７０,７１,７２,７
３等が該空間に臨むよう構成される。実施例では、上対向面部３６ａに上可動演出装置４
０が配設されると共に、下対向面部３６ｂに下可動演出装置４１が配設される。また図４
に示す如く、左対向面部３６ｃに左可動演出装置３８が配設されると共に、右対向面部３
６ｄに右可動演出装置３９が配設される。
【００２４】
　前記裏ユニット３３の裏面には、図３または図５に示す如く、前記開口部３３ａを囲繞
するように装着部４２が設けられ、該装着部４２に、前記図柄表示装置１３が表示部を開
口部３３ａに臨ませるように後側から取付けられる。この装着部４２には、図柄表示装置
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１３の上端縁、下端縁および左端縁(図５では右側)を位置決めする突条４２ａが設けられ
、下側の突条４２ａより下方の下対向面部３６ｂの裏面に、後述する中継基板設置部７４
が設けられる。また、装着部４２における左側端縁には、上下方向に離間して一対の係合
受部４２ｂ,４２ｂが設けられ、図柄表示装置１３の対応する左端縁に設けられた差込片
を係合受部４２ｂ,４２ｂに差込んだもとで、該図柄表示装置１３の右端縁を固定手段を
介して装着部４２に着脱自在に固定するよう構成される。
【００２５】
(左右の可動演出装置について)
　前記裏ユニット３３に配設される左右の可動演出装置３８,３９の構成は、基本的には
左右対称であるので、左可動演出装置３８の構成についてのみ説明し、右可動演出装置３
９の同一部材には同じ符号を付して詳細説明は省略する。
【００２６】
　左可動演出装置３８は、ベース部４３に主可動体４４および副可動体４５,４５を移動
可能に配設すると共に、全ての可動体４４,４５,４５を動作させる単一の駆動手段として
のモータ４６をベース部４３に配設してユニット化され、ベース部４３を前記左対向面部
３６ｃに着脱自在に取付けることで、左可動演出装置３８が開口部３３ａの左側縁部に臨
むよう構成される(図７参照)。すなわち、裏ユニット３３を遊技盤１７の裏面に取付けた
状態で、該可動演出装置３８は、遊技盤１７の開口部１７ａおよび装飾部材２４の窓口２
４ａの左側縁部に臨むようになっている(図２参照)。
【００２７】
　前記ベース部４３は、左対向面部３６ｃに沿って上下方向に延在する板状の部材であっ
て、該左対向面部３６ｃに複数のネジを介して着脱自在に固定される。ベース部４３にお
ける上下方向の略中央に、図８または図９に示す如く、平面視において前側に開放するコ
字状に形成された保持部材４７が配設されて、該保持部材４７における左右方向に対向す
る一対の延出片４７ａ,４７ａの間に保持された案内軸４８が、左右方向に所定長さで延
在する。この案内軸４８は、右側(開口部３３ａ側)に位置する延出片４７ａから所定長さ
だけ開口部３３ａ側に延出している。そして、案内軸４８に、主可動体４４が摺動自在に
配設されて、該主可動体４４は、開口部３３ａから離間する側の待機位置(図１５,図１８
)および該待機位置より開口部３３ａ側(可視部側)の作動位置(図１７,図１９)の間を案内
軸４８に沿って直線的に移動するよう構成される。
【００２８】
(主可動体について)
　前記主可動体４４は、左右方向に長尺な基体４９の前側に、光透過性の合成樹脂材から
形成された蓋部材５０を配設して構成された本体５１の内部に、発光装置５２が収納され
ている。基体４９の裏面には、後側に開放するコ字状に形成されたスライド体５３が配設
され、該スライド体５３における左右方向に対向する延出部５３ａ,５３ａに前記案内軸
４８が摺動自在に挿通されている。スライド体５３における左側の延出部５３ａは、図８
に示す如く、前記保持部材４７の両延出片４７ａ,４７ａの間に臨む位置において案内軸
４８が摺動自在に挿通されると共に、右側の延出部５３ａは、右側の延出片４７ａより右
側に臨む位置において案内軸４８が摺動自在に挿通されている。すなわち、主可動体４４
は、左側の延出部５３ａが、保持部材４７における左右の延出片４７ａ,４７ａに当接し
て位置規制される範囲で左右方向に移動可能に構成される(図１５,図１７参照)。なお、
本体５１には、右端部側に筒状の装飾部品５９が、該本体５１を囲繞するように配設固定
されている。
【００２９】
　前記基体４９の左端部裏面に、前記スライド体５３を挟む上下位置において後方に延出
するピン部４９ａ,４９ａが設けられている(図１８参照)。また前記ベース部４３には、
保持部材４７の配設位置を挟む上下両側に、該ベース部４３の前面から前方に離間して支
持板５４が夫々配設されると共に、ベース部４３と各支持板５４との間に、前後方向に延
在する第１軸ピン５５が配設される。そして、各第１軸ピン５５に一端が回動自在に枢支
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されたアーム部材５６の他端に、前記スライド体５３のピン部４９ａが移動可能に係合す
る長溝５６ａが形成されている。またベース部４３には、下側の第１軸ピン５５の配設位
置より下側に前記モータ４６が配設され、該モータ４６で回転駆動される駆動歯車５７が
、下側のアーム部材５６に一体形成した歯車部５６ｂ(歯車部５６ｂは下側のアーム部材
５６にのみ形成される)に噛合している(図１８,図１９参照)。すなわち、モータ４６によ
り駆動歯車５７を正転または逆転方向に回転することで、駆動歯車５７と歯車部５６ｂと
の噛合作用下に、下側のアーム部材５６が第１軸ピン５５を中心として所要角度範囲で揺
動し、これに伴って長溝５６ａにピン部４９ａを介して係合する主可動体４４が案内軸４
８に沿って左右方向に移動するようになっている。なお、主可動体４４の左右方向の往復
移動に伴い、ピン部４９ａと長溝５６ａで係合する上側のアーム部材５６も、下側のアー
ム部材５６と同じ角度範囲で反対方向に揺動する。
【００３０】
(副可動体について)
　前記ベース部４３には、前記保持部材４７の配設位置を挟む上下位置で、かつ前記第１
軸ピン５５の配設位置より右側(開口部３３ａ側)に、対応する支持板５４との間に前後方
向に延在する第２軸ピン５８が夫々配設されて、各第２軸ピン５８に、副可動体４５の一
端部が回動自在に枢支されている。すなわち、前記主可動体４４の上下方向(可視部の縁
部に沿う方向)に隣り合う位置に、副可動体４５が夫々配設される。各副可動体４５の一
端部外周には、対応するアーム部材５６に形成されたカム部５６ｃに当接可能な当接部４
５ａが設けられている(図１８または図１９参照)。また副可動体４５の他端部とベース部
４３と間に、前記当接部４５ａを常にカム部５６ｃに当接する方向に向けて副可動体４５
を付勢する引っ張りコイルバネ等の第１弾性部材６０が張設されている。そして、アーム
部材５６が主可動体４４を左右方向に移動するよう揺動するときには、図１９に示す如く
、カム部５６ｃが当接部４５ａに当接することで、副可動体４５が第２軸ピン５８を中心
として所要角度範囲で揺動するよう構成される。実施例では、主可動体４４を挟む上下に
位置する一対の副可動体４５,４５は、主可動体４４の待機位置では両副可動体４５,４５
の他端部側が主可動体４４から離間し(図１８参照)、主可動体４４が作動位置に移動する
際に両副可動体４５,４５は他端部側が主可動体４４に近接するように揺動するようにな
っている(図１９参照)。
【００３１】
　実施例では、両副可動体４５,４５を区別する場合は、主可動体４４とモータ４６との
間に位置して、該モータ４６により直接駆動される下側の副可動体４５を第１の副可動体
と指称し、主可動体４４を挟んでモータ４６の配設側とは反対の上側に配設される副可動
体４５を第２の副可動体と指称する。
【００３２】
(第３の副可動体について)
　前記案内軸４８には、前記主可動体４４の左右方向の直線移動に従動して左右方向に直
線的に移動する第３の副可動体６１が摺動自在に配設されている。この第３の副可動体６
１は、主可動体４４の本体５１が通過可能な通孔を形成した筒部６２と、該筒部６２に形
成された支持部６２ａとから構成され、図１５に示す如く、筒部６２の通孔に主可動体４
４の本体５１を挿通した状態で、支持部６２ａに形成した通孔に、前記保持部材４７にお
ける右側の延出片４７ａとスライド体５３の右側の延出部５３ａとの間に臨む案内軸４８
が摺動自在に挿通されている。また、スライド体５３における右側の延出部５３ａと支持
部６２ａとの間に、案内軸４８の外側に巻装した圧縮コイルバネ等の第２弾性部材６３が
弾力的に介挿されて、第３の副可動体６１は、スライド体５３における右側の延出部５３
ａから支持部６２ａが離間する方向に常に第２弾性部材６３で付勢される。またスライド
体５３の左端部には、支持部６２ａに左方から当接可能な作動片５３ｂが設けられており
、該作動片５３ｂの右端部は、主可動体４４の待機位置では保持部材４７の右側の延出片
４７ａより左側に位置するよう設定される。すなわち、主可動体４４の待機位置では、第
２弾性部材６３の弾力によって第３の副可動体６１は、支持部６２ａが保持部材４７にお
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ける右側の延出片４７ａに当接する位置に保持され(図１５参照)、主可動体４４が作動位
置に向けて右方に移動する途中で、図１６に示すようにスライド体５３の作動片５３ｂが
支持部６２ａに当接した以後においては、主可動体４４と第３の副可動体６１とが一体的
に右方に向けて移動するよう構成される(図１７,図１９参照)。なお、第３の副可動体６
１の筒部６２は、主可動体４４に配設されている前記装飾部品５９より左側に位置すると
共に、該装飾部品５９より大きくかつ略相似形に形成されて、装飾の統一性が図られてい
る。
【００３３】
(主可動体の発光装置について)
　前記主可動体４４における本体５１の内部に配設される発光装置５２は、図１５に示す
如く、前面にＬＥＤ等の発光体５２ａを複数実装した基板５２ｂと、該発光体５２ａの前
側を覆うように基板５２ｂに配設されたレンズ部材５２ｃとから基本的に構成される。基
板５２ｂの左端部に一端がコネクタ接続された発光用配線(配線)６４(図７参照)は、本体
５１の上側(前記モータ４６の配設側を向く側とは反対側)に形成された通孔５１ａ(図９
参照)を介して外部に引き出されるようになっている。また、上側(主可動体４４を挟んで
モータ４６の配設側とは反対側)の前記支持板５４の前面には配線フック５４ａが設けら
れており、本体５１から引き出された発光用配線６４は、該配線フック５４ａに支持され
て、主可動体４４の移動時に発光用配線６４が大きく移動して他の部材に引掛かることが
ないようにしてある。なお、発光用配線６４の他端は、ベース部４３の裏面に配設された
基板にコネクタ接続される。
【００３４】
　前記下側(主可動体４４とモータ４６との間)の支持板５４に原点センサ６５が配設され
ると共に、該センサ６５で検出可能な検出片５６ｄが、前記駆動歯車５７に直接連繋され
る下側のアーム部材５６に設けられている(図１８,図１９参照)。また前記ベース部４３
には、上下のアーム部材５６,５６や第１および第２の副可動体４５,４５の枢支部等を前
側から被覆するカバー部材６６が着脱自在に配設される。このカバー部材６６は、光透過
性の合成樹脂材料から形成されて、光を透過可能ではあるが、梨地加工等の乱反射加工が
施されて、後側の各種部品が前側から容易に見えないようにしてある。
【００３５】
(上下の可動演出装置について)
　前記裏ユニット３３に配設される上下の可動演出装置４０,４１につき、簡単に説明す
る。裏ユニット３３の上対向面部３６ａに配設される上可動演出装置４０は、図２に示す
如く、前記装飾部材２４における上部の左右方向の略中央に形成された上方に凹む凹部２
４ｃに臨んでいる。この上可動演出装置４０は、可動部材４０ａを回転自在に備え、該可
動部材４０ａをモータ等の駆動手段によって回転することで動作による演出を行なうよう
構成される。また上可動演出装置４０は、基板にＬＥＤ等の発光体を実装した発光装置を
内部に備え、動作による演出のみならず、発光による演出も行ない得るようになっている
。なお、前記装飾部材２４の凹部２４ｃを挟む両側に、前記光透過部２７,２７が形成さ
れている。
【００３６】
　前記遊技盤１７における特別入賞装置２２の右側に、前後方向に貫通するよう形成した
貫通孔に透明部材を嵌め込んだ透明部１７ｂが設けられ、この透明部１７ｂの後方に、前
記裏ユニット３３の下対向面部３６ｂに配設された下可動演出装置４１が臨んでいる(図
２参照)。この下可動演出装置４１は、モータ等の駆動手段により回転駆動されるスクリ
ュー部材等の可動部材を備え、遊技領域１８から取込んだパチンコ球または予め封入され
ているパチンコ球を、前記透明部１７ｂの後側において回動部材の回転によって下から上
に循環するよう移動することで、パチンコ球を用いた動作により演出を行なうよう構成さ
れる。また、下可動演出装置４１は、基板にＬＥＤ等の発光体を実装した発光装置６７(
図４参照)を備え、動作による演出のみならず、発光による演出も行ない得るようになっ
ている。
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【００３７】
(発光演出装置について)
　前記右可動演出装置３９におけるカバー部材６６の前面には、図１０に示す如く、前記
装飾部材２４における光透過部材２８の後側に臨む部位に、該装飾部材２４における窓口
２４ａ内で発光演出する発光演出装置６８が配設されている。この発光演出装置６８は、
前面にＬＥＤ等の複数の発光体６８ａを実装した基板６８ｂを備える。基板６８ｂには、
カバー部材６６の前面に突設した複数の位置決めピン６６ａと固定用ボス６６ｂに対応す
る位置の夫々に、該位置決めピン６６ａおよび固定用ボス６６ｂが挿通される通孔６８ｃ
,６８ｄが形成される。そして、各通孔６８ｃ,６８ｄに対応する位置決めピン６６ａおよ
び固定用ボス６６ｂを夫々挿通することで、カバー部材６６の前面に基板６８ｂが位置決
めされるように構成される。また、カバー部材６６に位置決めされた基板６８ｂの各発光
体６８ａは、前記光透過部材２８の各レンズ体３１の後側に臨むよう設定されて、各発光
体６８ａからの光を対応するレンズ体３１に向けて照射し得るようになっている。
【００３８】
　前記カバー部材６６には、基板６８ｂの前側を覆うようにカバー体６９が着脱自在に配
設される。このカバー体６９は、前記固定用ボス６６ｂと対応する位置の夫々に通孔６９
ａが形成されており、各通孔６９ａに前側から挿通したネジを対応する固定用ボス６６ｂ
に形成したネジ孔に螺挿することで、カバー部材６６との間で基板６８ｂを挟持した状態
で位置決め固定するよう構成される。カバー体６９は、全体が光透過性の合成樹脂材料か
ら形成されると共に、前記光透過部材２８の各レンズ体３１と対応する位置に貫通孔６９
ｂが形成されており、前記発光体６８ａからの光は、貫通孔６９ｂを介してレンズ体３１
に照射されるようになっている。
【００３９】
　なお、前記カバー部材６６の前面に配設された基板６８ｂは、図１０に示す如く、前記
裏ユニット３３の前面(固定部３５の前面)より前側に位置するよう設定されており、裏ユ
ニット３３を遊技盤１７の裏面に取付けたときに、発光体６８ａを光透過部材２８のレン
ズ体３１に近接するよう構成してある。
【００４０】
(発光基板について)
　前記裏ユニット３３には、図４に示すように、複数の発光基板７０,７１,７２,７３が
配設され、各発光基板７０,７１,７２,７３によって前記装飾部材２４を後側や下側から
照明し得るよう構成される。すなわち、裏ユニット３３の上対向面部３６ａには、前記装
飾部材２４に設けた左右の光透過部２７,２７と対応する位置に、前面に複数のＬＥＤ等
の発光体を実装した上部発光基板７０が夫々配設され、各上部発光基板７０の発光体から
の光を対応する光透過部２７に後側から照射して発光演出し得るよう構成される。なお、
上部発光基板７０の前側にはレンズカバー(カバー体)７０ａが配設され、上部発光基板７
０の発光体の光を拡散すると共に、該上部発光基板７０および発光体を保護するようにな
っている。また、裏ユニット３３の下対向面部３６ｂには、前記装飾部材２４におけるス
テージ２５の後壁の後側に、前面に複数のＬＥＤ等の発光体を実装した下部発光基板７１
が前面を後壁に対向するよう略鉛直姿勢で配設され、下部発光基板７１の発光体からの光
をステージ２５の後壁に後側から照射して発光演出し得るよう構成される。更に、裏ユニ
ット３３の下対向面部３６ｂには、ステージ２５における底壁の下側に、上面に複数のＬ
ＥＤ等の発光体を実装した一対の下側発光基板７２,７２が左右に離間して上面を底壁に
対向するよう略水平姿勢で配設され、各下側発光基板７２の発光体からの光をステージ２
５の底壁に下側から照射して発光演出し得るよう構成される。更にまた、裏ユニット３３
の下対向面部３６ｂには、ステージ２５の底壁における右端部の下側に、上面に複数のＬ
ＥＤ等の発光体を実装した副下側発光基板７３が上面を底壁に対向するよう略水平姿勢で
配設され、該副下側発光基板７３の発光体からの光をステージ２５の底壁右端部に下側か
ら照射して発光演出し得るよう構成される。なお、下対向面部３６ｂの前面には、該下対
向面部３６ｂに配設される下部発光基板７１、下側発光基板７２,７２および副下側発光
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基板７３を保護する保護部材(カバー体)８２が配設される。この保護部材８２には、各発
光基板７１,７２,７２,７３における各発光体の配設位置に対応して開口部が形成されて
、各発光体からの光の照射を妨げることがないようにしてある。
【００４１】
(中継基板設置部について)
　前記裏ユニット３３における下対向面部３６ｂの裏面には、図５または図１３に示す如
く、複数の中継基板設置部７４が左右方向に離間して設けられ、各中継基板設置部７４に
は、複数のコネクタ接続部が設けられた下部中継基板７５が着脱自在に取付けられて、該
下部中継基板７５に設けたコネクタ接続部に対して、前記可動演出装置３８,３９,４０,
４１、発光演出装置６８、発光装置５２,６７および発光基板７０,７１,７２,７３等の電
気部品に接続した配線が接続されると共に、裏ユニット３３の裏側に配設されて各電気部
品を制御する図示しない統括制御装置に接続した配線が下部中継基板７５にコネクタ接続
されて、各電気部品が統括制御装置に電気的に接続されるようになっている。
【００４２】
　前記裏ユニット３３における下対向面部(仕切り板)３６ｂの裏側には、前記図柄表示装
置１３の装着部４２における下側の前記突条４２ａと前記中継基板設置部７４が形成され
る領域との間に、電気部品が配設されない領域が確保されて、該領域が後述する配線束７
８が引き回される引き回し経路Ｓとなっている。
【００４３】
(配線について)
　前記裏ユニット３３における左対向面部３６ｃの裏面には、図５に示す如く、側部中継
基板７６が配設されている。前記右可動演出装置３９の発光装置５２に電気的に接続する
配線(発光用配線６４に基板を介して接続する配線)は、右対向面部３６ｄに沿って上方に
引き回された後、上対向面部３６ａおよび左対向面部３６ｃに沿って引き回されて、側部
中継基板７６に接続される。また、両上部発光基板７０,７０に電気的に接続する配線お
よび上可動演出装置４０の発光装置や駆動手段から導出する配線の夫々も、上対向面部３
６ａおよび左対向面部３６ｃに沿って引き回された後に、側部中継基板７６に接続される
。更に、前記左可動演出装置３８の発光装置５２、モータ４６および原点センサ６５に電
気的に接続する配線は、裏側に位置する側部中継基板７６に接続される。側部中継基板７
６には、該側部中継基板７６に接続された夫々の配線に対応する中継用配線の一端が接続
されると共に、該中継用配線の他端が前記下部中継基板７５に接続されており、前記各電
気部品３８,３９,４０,４６,５２,６５,７０が側部中継基板７６を経由して下部中継基板
７５に電気的に接続されるようになっている。
【００４４】
　前記右可動演出装置３９のモータ４６および原点センサ６５に一端が電気的に接続され
た配線は、裏ユニット３３における右対向面部３６ｄに沿って下方に引き回された後、該
右対向面部３６ｄに形成した通孔７７ａを介して裏側に引き出され、下対向面部３６ｂの
裏側における前記引き回し経路Ｓを引き回されて下部中継基板７５に接続される。また、
前記下可動演出装置４１のモータ等の駆動手段や発光装置６７に一端が電気的に接続され
た配線は、下対向面部３６ｂに形成した通孔７７ｂを介して裏側に引き出された後、前記
引き回し経路Ｓを引き回されて下部中継基板７５に接続される。すなわち、裏ユニット３
３に配設される各電気部品の配線に関しては、主に側部中継基板７６を経由して下部中継
基板７５に接続することで、複数の配線を纏めて裏ユニット３３の裏側において上対向面
部３６ａから左対向面部３６ｃに引き回して配線の引き回しを集約するようにしてある。
但し、側部中継基板７６の配設位置に対して離間している右可動演出装置３９や下可動演
出装置４１から導出する各配線に関しては、下部中継基板７５に直接接続することで配線
が長くなるのを抑制している。なお、前記引き回し経路Ｓに沿って左右方向に引き回され
る複数の配線は纏められており、この配線束７８は後述する別の配線８０や配線フック８
１,８１で係止することで複数の配線がばらけた状態とならないようになっている(図１３
,図１４参照)。
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【００４５】
(別の配線について)
　前記裏ユニット３３における下対向面部３６ｂには、図１３に示す如く、前記引き回し
経路Ｓに臨む位置に、前後方向に貫通する配線用開口部７９が、下対向面部３６ｂにおけ
る左右方向の略中央位置に形成されている。また下対向面部３６ｂの前面には、前記ステ
ージ２５を後側から照明する前記下部発光基板(別の電気部品)７１が配設されており、該
下部発光基板７１の裏面(一方の面)には、前記配線用開口部７９に臨む位置に、後方に差
込口を向けてコネクタ受部７１ａが突設される。そして、下部発光基板７１のコネクタ受
部７１ａには、一端に設けたコネクタ差込部８０ａが差込口に挿脱自在に差込まれる別の
配線８０が接続されると共に、該別の配線８０は、図１４に示す如く、前記コネクタ差込
部８０ａから導出する取巻き部８０ｂが、前記配線束７８の外周囲を取り巻くように引き
回された後に、下部発光基板７１の前面側(他方の面側)に引き回される。そして、別の配
線８０の他端は、下対向面部３６ｂの前面に設けた前記副下側発光基板(第２の基板)７３
に接続される。なお、コネクタ受部７１ａに差込み接続されるコネクタ差込部８０ａは、
図１４に示す如く、コクネタ受部７１ａに接続した状態で下対向面部３６ｂの裏面より後
方に突出し、コネクタ受部７１ａに対する着脱作業を裏ユニット３３の後側から容易に行
ない得るようになっている。
【００４６】
　前記別の配線８０における取巻き部８０ｂの引き回し状態を更に具体的に説明すると、
該取巻き部８０ｂは、図１４に示す如く、前記コネクタ差込部８０ａの下側を左右方向に
引き回されている前記配線束７８の外周囲を上側から下側に向けて取り巻くように引き回
された後に、前記配線用開口部７９から下対向面部３６ｂの前側に引き出される。また、
取巻き部８０ｂにおける配線束７８を挟んで前記コネクタ受部７１ａ(コネクタ差込部８
０ａ)と反対側(実施例では下側)の部分は、図１４に示す如く、配線用開口部７９を画成
する下対向面部３６ｂの開口縁(規制部)７９ａによって該配線束７８から離間する方向へ
移動するのが規制される。前記裏ユニット３３の下対向面部３６ｂにおける前面と下部発
光基板７１との間には、前記別の配線８０の挿通を許容する隙間が画成されると共に、該
下部発光基板７１の下端は、前記開口縁７９ａと略同一レベルに位置するよう設定され、
配線用開口部７９に後側から前側に挿通された別の配線８０は、下部発光基板７１の下端
を潜るように屈曲されて該下部発光基板７１の前側に引き出された後に、前記副下側発光
基板７３に他端が接続される。更に、配線用開口部７９の上端縁側に臨むコネクタ差込部
８０ａの下面と配線用開口部７９における下側の開口縁７９ａとの離間寸法は、配線束７
８における上下寸法より大きく、かつ２倍以下に設定される。そして、一端(コネクタ差
込部８０ａ)が下部発光基板７１のコネクタ受部７１ａに接続されると共に他端が副下側
発光基板７３に接続された別の配線８０の長さは、前記取巻き部８０ｂで配線束７８を取
り巻いた状態で、該配線束７８を纏めた状態で保持して複数の配線がばらけた状態となる
ことがないような寸法に設定される。
【００４７】
　前記裏ユニット３３における下対向面部３６ｂの裏面における前記引き回し経路Ｓに臨
む位置には、図１３に示す如く、前記配線用開口部７９を挟んで引き回し経路Ｓに沿う左
右方向に離間して一対の配線フック８１,８１が設けられ、前記配線束７８における別の
配線８０での取り巻き部分の左右両側が配線フック８１,８１で係止されるよう構成して
ある。
【００４８】
〔実施例の作用〕
　次に、前述した実施例に係るパチンコ機の作用につき説明する。
【００４９】
(左右の可動演出装置の作用について)
　前記遊技領域１８に打出されたパチンコ球は、前記装飾部材２４の外周囲を流下し、該
パチンコ球が前記球通路部２６に通入すると、該パチンコ球は前記ステージ２５に通出さ
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れ、該ステージ２５を左右に転動した後に遊技領域１８に排出され、このパチンコ球は始
動入賞装置２１や普通入賞装置２３等に入賞可能となる。そして、始動入賞装置２１にパ
チンコ球が入賞すると、前記図柄表示装置１３の図柄が変動開始され、所要の図柄組合わ
せゲームが展開される。そして、前記図柄表示装置１３で展開される図柄変動ゲームの結
果、図柄表示装置１３に所定の図柄組合わせで図柄が停止表示されたときに、前記特別入
賞装置２２が入賞口を開放して所謂大当りが発生し、多数の賞球の獲得が可能となる。
【００５０】
　また、前記図柄表示装置１３で展開される図柄変動ゲームの演出に応じて、前記可動演
出装置３８,３９,４０,４１が、統括制御装置により作動制御されて、各可動体４４,４５
,６１や可動部材４０ａが作動されて動的な演出により遊技の興趣が高められる。また、
可動演出装置３８,３９,４０,４１に配設されている発光装置５２,６７、裏ユニット３３
に配設されている発光演出装置６８や発光基板７０,７１,７２,７３等も、図柄変動ゲー
ムの演出に応じて統括制御装置からの制御信号に基づいて発光制御されて、発光による演
出により遊技の興趣が向上される。特に、前記始動入賞装置２１への入賞確率が高くなる
前記装飾部材２４のステージ２５は、下部発光基板７１によって後側から照明されると共
に、下側発光基板７２,７２,７３によって下側からも照明されることで、遊技の興趣を高
めることができる。
【００５１】
　前記上可動演出装置４０は、可動部材４０ａが図柄変動ゲームの演出に応じて回転する
ことで動的な演出がなされ、また下可動演出装置４１では、図柄変動ゲームの演出に応じ
て遊技盤１７における透明部１７ｂの後側で、パチンコ球を下から上に移動する動的な演
出がなされる。
【００５２】
　前記左右の可動演出装置３８,３９の動作は、左右対称であるので、左可動演出装置３
８の動作につき説明する。図７および図１８に示す如く、左可動演出装置３８における主
可動体４４が待機位置に臨む待機状態では、前記主可動体４４の上下に位置する第１およ
び第２の副可動体４５,４５は、第２軸ピン５８の枢支部から離間する他端が主可動体４
４から離間する状態に、前記第１弾性部材６０によって夫々付勢保持されている。また、
主可動体４４に配設されている第３の副可動体６１は、前記第２弾性部材６３の弾力によ
って支持部６２ａが保持部材４７における右側の延出片４７ａに当接する位置に保持され
る(図１５参照)。
【００５３】
　前記モータ４６が所定方向に回転するよう駆動されると、前記駆動歯車５７に歯車部５
６ｂが噛合する下側のアーム部材５６が、第１軸ピン５５を中心として揺動を開始する。
アーム部材５６の長溝５６ａに下側のピン部４９ａを介して係合する前記主可動体４４は
、長溝５６ａとピン部４９ａとの係合作用下に、下側のアーム部材５６の揺動に伴って前
記案内軸４８に沿って右方(開口部１７ａ,３３ａ,窓口２４ａ)の中央に向けて延出するよ
うに直線的に移動する(図１６参照)。また下側のアーム部材５６のカム部５６ｃが、下側
に位置する第１の副可動体４５における当接部４５ａに当接することで、該第１の副可動
体４５は、前記第１弾性部材６０の弾力に抗して第２軸ピン５８を中心として他端が主可
動体４４に近接する方向に揺動する。なお、主可動体４４の上側のピン部４９ａが上側の
アーム部材５６の長溝５６ａに係合しており、該主可動体４４の移動に伴って長溝５６ａ
とピン部４９ａとの係合作用下に、上側のアーム部材５６は第１軸ピン５５を中心として
下側のアーム部材５６とは反対方向に揺動する。そして、上側のアーム部材５６のカム部
５６ｃが、上側に位置する第２の副可動体４５における当接部４５ａに当接することで、
該第２の副可動体４５は、前記第１弾性部材６０の弾力に抗して第２軸ピン５８を中心と
して他端が主可動体４４に近接する方向に揺動する。すなわち、主可動体４４が開口部３
３ａ、すなわち前記遊技盤１７の開口部１７ａおよび装飾部材２４の窓口２４ａに延出す
る方向に直線的に移動するのに伴って、上下に位置する両副可動体４５,４５は他端部が
相互に近接するように揺動する。
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【００５４】
　前記主可動体４４の右方への直線移動に伴い、上下の副可動体４５,４５は他端部が相
互に近接するように揺動するが、主可動体４４に配設されている前記第３の副可動体６１
は、前記スライド体５３の右側の延出部５３ａと筒部６２の支持部６２ａとの間に介挿さ
れている第２弾性部材６３の弾力によって、該支持部６２ａが前記保持部材４７の右側の
延出片４７ａに当接する位置に保持され、該第３の副可動体６１は主可動体４４と一体的
に移動しない。そして、主可動体４４が作動位置に向けて右方に移動する途中で、図１６
に示すように、前記スライド体５３の作動片５３ｂが支持部６２ａに当接した以後におい
ては、前記主可動体４４と第３の副可動体６１とが一体的に右方に向けて移動する。前記
原点センサ６５からの信号に基づいて、主可動体４４が作動位置に到来したことが検出さ
れると、前記モータ４６が停止制制され、主可動体４４は作動位置に保持される。
【００５５】
　前記モータ４６が逆方向に回転するよう駆動されると、前記下側のアーム部材５６も逆
方向に揺動し、前記長溝５６ａと下側のピン部４９ａとの係合作用下に、前記主可動体４
４は前記案内軸４８に沿って左方に直線的に移動する。また下側の第１の副可動体４５は
、前記第１弾性部材６０の弾力によって下側のアーム部材５６のカム部５６ｃに当接部４
５ａが当接するように付勢されているから、下側のアーム部材５６の逆方向の揺動に伴っ
て第１の副可動体４５は第２軸ピン５８を中心として他端が主可動体４４から離間するよ
うに揺動する。更に、上側の第２の副可動体４５についても、主可動体４４の左方への直
線移動に伴い、上側のアーム部材５６によって第２軸ピン５８を中心として他端が主可動
体４４から離間するように揺動する。すなわち、主可動体４４が開口部３３ａ、すなわち
前記装飾部材２４の窓口２４ａから退避する方向に直線的に移動するのに伴って、上下に
位置する両副可動体４５,４５は他端部が相互に離間するように揺動する。
【００５６】
　前記第３の副可動体６１については、主可動体４４の作動片５３ｂが筒部６２の支持部
６２ａに当接している間は、主可動体４４と一体的に左方に向けて移動し、該支持部６２
ａから作動片５３ｂが離間した以後においては、第３の副可動体６１は、支持部６２ａが
前記保持部材４７の右側の延出片４７ａに前記第２弾性部材６３の弾力によって当接した
位置に保持され、主可動体４４のみが左方に向けて移動する。そして、前記原点センサ６
５が下側のアーム部材５６の検出片５６ｄを検出して主可動体４４が待機位置に到来した
ことが検出されると、前記モータ４６が停止制御され、該可動体４４は待機位置に保持さ
れる(図１５,図１８参照)。
【００５７】
　前記左右の可動演出装置３８,３９は、主可動体４４を挟んで上下に隣り合って位置す
る２つの副可動体４５,４５を、裏ユニット３３の開口部３３ａの左右端縁に沿って配置
し、かつこれら複数の可動体４４,４５,４５を動作させるモータ４６を、可動体４４,４
５,４５の並び方向に配置したから、左右の可動演出装置３８,３９における左右方向の寸
法を小さくすることができる。すなわち、前記遊技盤１７に配設された装飾部材２４の窓
口２４ａ(遊技盤１７の可視部)を小さくすることなく複数の可動体４４,４５,４５による
インパクトのある演出が可能となる。よって、前記図柄表示装置１３の大型化に対応する
ことができる。また実施例では、窓口２４ａの左右両側に配置される可動演出装置３８,
３９の何れをも、左右方向の寸法を小さく設定してあるから、窓口２４ａの周囲に複数の
可動演出装置を配設しても窓口２４ａを狭くすることなく両可動演出装置３８,３９によ
りインパクトのある演出を行なうことができる。
【００５８】
　左右の可動演出装置３８,３９では、複数の可動体４４,４５,４５を１つのモータ４６
で動作させるから、駆動手段の数を少なくして、部品点数を低減すると共に装置の小型化
に寄与し得る。しかも、モータ４６の駆動を、下側の第１の副可動体４５を動作させる下
側のアーム部材５６から主可動体４４に伝達し、該主可動体４４の動作によって上側のア
ーム部材５６を介して上側の第２の副可動体４５を動作させるよう構成してあるから、モ
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ータ４６の駆動を第２の副可動体４５に伝達するための専用の伝達部品を省略することが
でき、更なる部品点数の低減と装置の小型化を図り得る。
【００５９】
　更に、左右の可動演出装置３８,３８は、主可動体４４の移動に伴って従動して移動す
る第３の副可動体６１を備えており、よりインパクトのある演出が可能となる。また第３
の副可動体６１は、主可動体４４が待機位置から作動位置に向けて移動する際には、主可
動体４４および一対の副可動体４５,４５の動作が開始された後に、所定のタイムラグが
あってから第３の副可動体６１が動作を開始し、また主可動体４４が作動位置から待機位
置に向けて移動する際には、主可動体４４および一対の副可動体４５,４５の動作が開始
すると同時に第３の副可動体６１が動作を開始すると共に、主可動体４４および副可動体
４５,４５の動作が終了する前に第３の副可動体６１が動作を終了するよう構成される。
このように、第３の副可動体６１の動作の開始や終了時期を、主可動体４４および一対の
副可動体４５,４５は異ならせることで、動作による演出効果が向上する。しかも、第３
の副可動体６１は、モータ等の専用の駆動手段を必要としないから、可動体を増やしたり
異なる動作形態としても、装置としての部品点数を低減し、小型化を図ることができる。
また、第３の副可動体６１の筒部６２は、主可動体４４に配設されている前記装飾部品５
９とは略相似形に形成されているから、主可動体４４の直線的な移動に伴って、相似形の
装飾部品５９と筒部６２とが近接・離間移動することによる演出の興趣が向上する。更に
、前記主可動体４４は、内部に発光装置５２を備えているから、動作のみならず、発光に
よる演出も行なうことができ、更なる演出効果の向上が期待できる。
【００６０】
　前記主可動体４４は、前記保持部材４７に配設した案内軸４８によって安定して直線移
動することができ、該主可動体４４の案内機構を簡略化して更なる装置の小型化を図り得
る。主可動体４４の発光装置５２から導出する発光用配線６４を、図７に示す如く、当該
主可動体４４を挟んで前記モータ４６の配設位置とは反対側を引き回しているので、該発
光用配線６４を引き回すスペースをモータ４６の周囲に確保する必要はなく、設置スペー
スの小型化を図り得る。また、モータ４６や前記原点センサ６５から導出する配線は、前
記発光用配線６４の引き回し側とは反対側に引き回しているから、主可動体４４の移動に
伴って移動する発光用配線６４が他の配線に絡まって主可動体４４の移動を阻害するのは
防止される。なお、発光用配線６４は、前記支持板５４の配線フック５４ａによって支持
されているから、主可動体４４の動作によって発光用配線６４が大きく変位して他の部品
に引っ掛かるのも防止されている。
【００６１】
(リユースについて)
　前記装飾部材２４に配設されて前記窓口２４ａ内に臨む前記光透過部材２８の後側に、
前記右可動演出装置３９の前側に配設した発光演出装置６８が臨んでおり、該発光演出装
置６８における複数の発光体６８ａを発光させることで、光透過部材２８における複数の
レンズ体３１が後側から照らされて、窓口２４ａ内での好適な発光演出が行なわれる。ま
た、装飾部材２４の下部に配設されている光透過性の前記ステージ２５の後側や下側には
、前記裏ユニット３３の下対向面部３６ｂに配設されている複数の発光基板７１,７２,７
３が臨んでおり、各発光基板７１,７２,７３の発光体を発光させることで、ステージ２５
を後側や下側から照らして窓口２４ａ内での好適な発光演出が行なわれる。更に、装飾部
材２４の上部左右位置に設けられる前記光透過部２７,２７の後側にも、裏ユニット３３
の上対向面部３６ａに配設されている上部発光基板７０,７０が臨んでいるから、該発光
基板７０,７０の発光体を発光させることで、光透過部２７,２７を後側から照らして窓口
２４ａの上側での好適な発光演出が行なわれる。
【００６２】
　前記装飾部材２４に配設される光透過部材２８、ステージ２５および光透過部２７,２
７を照明する発光演出装置６８や各発光基板７０,７１,７２,７３は、全て裏ユニット３
３に配設されているから、パチンコ機１０のリユースに際し、装飾部材２４から基板等を
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取外す必要はなく、発光演出装置６８の基板６８ｂや各発光基板７０,７１,７２,７３を
簡単にリユースに供し得、環境問題に貢献し得る。
【００６３】
　前記発光演出装置６８の基板６８ｂは、図１０に示す如く、裏ユニット３３の前面より
前側に位置するように配設してあるから、該基板６８ｂに実装されている発光体６８ａを
光透過部材２８のレンズ体３１に近接することができる。すなわち、遊技盤１７に配設さ
れる装飾部材２４の光透過部材２８を照明する発光演出装置６８を、該遊技盤１７の裏側
に配設される裏ユニット３３に配設した場合であっても、該発光演出装置６８により光透
過部材２８を明るく照らすことができ、窓口２４ａ内での効果的な発光演出ができる。ま
た、発光演出装置６８は、前記右可動演出装置３９の前側に配設することで前記基板６８
ｂをより前側に位置させるようにしているから、発光演出装置６８の基板６８ｂを前側に
位置させるための部品や部材を別途設ける必要はなく、コストを抑制し得る。更には、前
記基板６８ｂの前側はカバー体６９で覆われて保護されているから、新しい遊技盤１７の
裏側にリユースする裏ユニット３３を取付ける際に、発光体６８ａや基板６８ｂが傷付い
たり破損するのを防止し得る。なお、前記上部発光基板７０はレンズカバー７０ａで保護
され、また下部発光基板７１、下側発光基板７２,７２および副下側発光基板７３に関し
ても保護部材８２で保護されているから、これら各発光基板７０,７１,７２,７２,７３に
ついても、リユースに際して傷付いたり破損するのを防止することができる。
【００６４】
　実施例では全ての可動演出装置３８,３９,４０,４１を裏ユニット３３に配設してある
から、該可動演出装置３８,３９,４０,４１(可動体４４,４５,６１や可動部材４０ａ)も
、装飾部材２４から取外す作業を伴うことなく簡単にリユースすることができる。
【００６５】
(配線束の支持について)
　前記右可動演出装置３９のモータ４６および原点センサ６５に一端が接続された配線お
よび下可動演出装置４１のモータ等の駆動手段や発光装置６７に一端が接続された配線は
、図１３に示す如く、裏ユニット３３に形成した対応する通孔７７ａ,７７ｂを介して裏
側に引き出された後、これら複数の配線が纏められた配線束７８は、前記引き回し経路Ｓ
を左右方向に引き回された後に下部中継基板７５に接続される。この配線束７８は、図１
４に示す如く、裏ユニット３３に形成した配線用開口部７９の後側に臨む箇所において、
前記下部発光基板７１のコネクタ受部７１ａに一端がコネクタ差込部８０ａを介して接続
されると共に、他端が前記副下側発光基板７３に接続される別の配線８０によってばらけ
ないように支持されている。
【００６６】
　すなわち、別の配線８０におけるコネクタ差込部８０ａから導出する取巻き部８０ｂは
、図１４に示す如く、コネクタ差込部８０ａの下側を左右方向に引き回されている前記配
線束７８の外周囲を上側から下側に向けて取り巻くように引き回された後に、前記配線用
開口部７９から下対向面部３６ｂの前側に引き出される。また、取巻き部８０ｂにおける
配線束７８を挟んで前記コネクタ受部７１ａ(コネクタ差込部８０ａ)と反対側(実施例で
は下側)の部分は、配線用開口部７９を画成する下対向面部３６ｂの開口縁７９ａに当接
している。すなわち、配線束７８を取り巻いている取巻き部８０ｂは、配線束７８から離
間する下方への移動が開口縁７９ａによって規制されており、配線束７８を引き回し経路
Ｓにおいて上下方向への移動を規制した状態で支持し得る。しかも、配線用開口部７９を
介して前側に引き出される別の配線８０は、前記下部発光基板７１の下端を潜るように屈
曲されて該下部発光基板７１の前側に引き出されているから、該屈曲部によって別の配線
８０が配線用開口部７９から後側に移動するのは抑制され、よって配線束７８を取り巻い
ている取巻き部８０ｂのループが大きくなって配線束７８の確実な支持ができなくなるの
は抑えられる。更に、前記配線束７８における別の配線８０での取り巻き部分の左右両側
が、図１３に示す如く、前記配線フック８１,８１で係止されているから、配線束７８が
大きく移動するのは規制され、別の配線８０で取り巻くだけの簡単な構成で配線束７８が
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ばらけるのをより好適に防止し得る。
【００６７】
　このように、実施例では配線束７８を別の配線８０で取り巻いて該配線束７８がばらけ
るのを防止しているから、配線束７８を纏めるのに結束バンドを用いる必要はない。また
、別の配線８０のコネクタ差込部８０ａを下部発光基板７１のコネクタ受部７１ａから抜
き外すことで、配線束７８の支持を簡単に解除し得るから、配線の変更等に際して新しい
結束バンドが必要となってコストがかかったりゴミが発生することはない。しかも、コネ
クタ受部７１ａは前記配線用開口部７９に臨んでおり、該コネクタ受部７１ａに対するコ
ネクタ差込部８０ａの着脱を容易に行ない得るから、配線の変更に簡単かつ迅速に対応す
ることができる。更に、別の配線８０は、配線束７８を纏めるための専用のものではなく
、発光基板７１,７３同士を接続するために用いられているものを兼用しているから、配
線束７８を纏めるためのコストが増大するものではない。
【００６８】
　また、前記配線束７８を取り巻いている取巻き部８０ｂの移動を規制する規制部は、裏
ユニット３３に形成した配線用開口部７９の開口縁７９ａを利用しているから、規制部を
別途設ける場合に比べて構成を簡略化し得ると共にコストを低廉に抑えることができる。
【００６９】
　なお、実施例では、前記裏ユニット３３の裏側において、該裏ユニット３３に配設され
る各種電気部品の配線を、主に上対向面部３６ａから左対向面部３６ｃに沿って引き回し
て、該左対向面部３６ｃの裏面に配設した側部中継基板７６を経由して下部中継基板７５
に接続し、最低限の数の配線のみを右対向面部３６ｄから下対向面部３６ｂに沿って引き
回して直接下部中継基板７５に接続している。従って、裏ユニット３３における右対向面
部３６ｄ側には殆ど配線が露出して引き回されないから、前記装着部４２における左側の
係合受部４２ｂに図柄表示装置１３の対応する差込片を差込み、該図柄表示装置１３の右
端部を固定手段を介して装着部４２に着脱自在に固定する際に、該図柄表示装置１３と裏
ユニット３３との間に配線を挟み込むのを抑制し得る。またパチンコ機では、前記外枠１
１に対して中枠１２は左端縁側で枢支されて開閉するよう構成されており、裏ユニット３
３において中枠１２の裏側で枢支側とは反対の右端部側に配線が殆ど露出していないから
、外枠１１に対して中枠１２を閉じる際の配線の挟み込みも抑制することができる。
【００７０】
(変更例)
　本願は前述した実施例の構成に限定されるものではなく、その他の構成を適宜に採用す
ることができる。
(1) 遊技盤は、木製に限らず、アクリルやポリカーボネート等の光透過性の合成樹脂材か
らなる透明板であってもよい。そして、遊技盤を透明板で構成した場合は、前後に貫通す
る開口部を設けることなく該透明板自体(可視部)を透かして図柄表示装置の表示部を前側
から視認可能とし得る。
(2) 実施例では、複数の可動体を備える可動演出装置を、裏ユニットにおける開口部の左
右の縁端に沿って配置したが、開口部の上下の縁端に沿って配置するものであってもよく
、また左右何れか一方、あるいは上下何れか一方にのみ可動演出装置を配置する構成を採
用可能である。なお、開口部の上下の縁端に沿って可動演出装置を配置する場合は、上下
方向に直線的に移動する主可動体の左右の両側に副可動体が配置される構成となる。
(3) 実施例では、主可動体を挟む両側に副可動体を配置したが、少なくともモータと主可
動体との間に臨む位置に１つの副可動体が配置される構成であってもよい。
(4) 複数の可動体を備える可動演出装置における各可動体を動作させる機構は、実施例の
アーム部材を用いるものに限らず、リンク機構やその他公知の機構を採用し得る。また主
可動体の案内機構に関しても、案内軸を用いるものに限らず、主可動体を直線的に案内し
得るものであれば、ガイド溝に突部を摺動自在に臨ませる構成等、その他公知の機構を採
用し得る。
(5) 実施例では、装飾部材における窓口内の右側に光透過部材を配設したが、該光透過部
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に発光演出装置(発光体を備える基板)を配設する構成を採用し得る。
(6) 実施例では、発光演出装置を可動演出装置の前側に配設したが、裏ユニットに発光演
出装置の設置部を別途設け、該設置部に発光演出装置を配設することで光透過部材の後側
に臨ませるようにしてもよい。
(7) 実施例では、裏ユニットの下対向面部の裏側に設けた引き回し経路を引き回される配
線束を、別の配線で取り巻いてばらけないように支持するようにしたが、裏ユニットの上
対向面部あるいは左右の対向面部において同様の構成を採用し得る。
(8) 実施例では、基板同士を接続する別の配線で配線束を取り巻くようにしたが、別の配
線は、モータや原点センサ等、その他の電気部品を接続する配線であってもよい。
(9) 実施例では、裏ユニットの裏側で引き回される配線束を別の配線で取り巻くようにし
たが、裏ユニットの前側を引き回される配線束を別の配線で取り巻くようにしてもよく、
この場合は裏ユニットの裏側に配設した基板の前面に設けたコネクタ受部を配線用開口部
に前向きに臨ませ、該コネクタ受部に前側からコネクタ差込部を介して接続される別の配
線を配線束に取り巻いた後に配線用開口部から後側に引き出すようにすればよい。
(10) 遊技機としては、パチンコ機に限られるものではなく、アレンジボール機やパチン
コ球を用いたスロットマシン等、その他各種の遊技機であってもよい。
【符号の説明】
【００７１】
　１３　図柄表示装置
　１７　遊技盤
　１７ａ　開口部
　１８　遊技領域
　２４　装飾部材
　２４ａ　窓口
　２８　光透過部材
　２９　前取付部材
　２９ａ　開口部
　３０　後取付部材
　３１　レンズ体
　３３　裏ユニット
　３３ａ　開口部
　４３　ベース部
　４４　主可動体(可動体)
　４８　案内軸
　５２　発光装置
　６６　カバー部材
　６６ａ　位置決めピン
　６６ｂ　固定用ボス
　６８ａ　発光体
　６８ｂ　基板
　６８ｃ,６８ｄ　通孔
　６９　カバー体
　６９ａ　通孔
　６９ｂ　貫通孔
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